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全
国
の
交
通
事
故
死
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中
、鹿
屋
市
内
で
の
交
通
事
故
は
、

平
成
17
年
か
ら
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
、
交
通
事
故
死
亡
者
数
が
14
人

に
急
増
し
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
・
死
者
数
が
、
全
国
１
位
と
い
う

残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
９
月
末
ま
で
に
５
人
の
死
亡
者
が
で
る
な
ど
、

危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、最
近
の
交
通
事
故
の
主
な
傾
向
や
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
現
状
、交
通
事
故
の
防
止
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
４

鹿
屋
市
に
お
け
る
最
近

の
交
通
事
故
の
傾
向

○ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

被
害
者
と
な
る
事
故
が

多
い
こ
と
で
す
。
平
成

21
年
の
人
口
１
万
人
当

た
り
高
齢
死
傷
者
は

76
・
３
人
で
県
内
最
多

で
す
。
今
年
亡
く
な
っ

た
５
人
は
、
全
員
が
高

齢
者
で
す
。 

○ 

類
型
別
で
は
、
出
会
い

頭
と
追
突
事
故
が
突
出

し
、
次
に
自
損
事
故
が

多
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○  

原
因
別
で
は
、
前
方
不
注

視
・
安
全
不
確
認
が
突
出
し

て
い
ま
す
。 

○ 

当
事
者
の
年
齢
別
で
は
20

歳
代
が
多
く
、
高
齢
者
と
30

歳
代
が
続
い
て
い
ま
す
。

○ 

当
事
者
別
で
は
、
軽
乗
用
車

運
転
者
が
多
く
、
歩
行
者
や

電
動
カ
ー
ト
の
重
大
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

○ 

曜
日
別
で
は
火
曜
日
が
、

時
間
帯
別
で
は
17
時
〜
18

時
と
７
時
〜
８
時
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○ 

発
生
地
別
で
は
、
市
街
地
の

交
差
点
内
や
駐
車
場
内
や

自
宅
周
辺
部
で
の
事
故
の

増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
市
街
地
以
外
の
周
辺
部

で
は
、
重
大
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

最
近
の
死
亡
事
故
は
高
齢

者
の
被
害
が
多
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
車
を

運
転
す
る
と
き
も
道
路
を
歩
く

と
き
も
、
十
分
に
注
意
し
て
交

通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　９月22日・25日、市内自動車学
校で、高齢者等交通安全教室が行わ
れ、参加者は巻き込み事故等の原因
など、事故の恐ろしさを学びました。

　鹿屋・垂水間をリレー走行して、飲酒運転の撲滅
をアピールしました。

　死亡事故現場地点で、発生原因や対策に
ついて話し合いました。

高齢者を交通事故から守ろう！高齢者を交通事故から守ろう！
～お年寄りが安全に暮らせる街づくり～

▲飲酒運転撲滅キャンペーン ▲死亡事故現場診断

▲高齢者等交通安全教室
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市
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め

の
取
組

　

市
で
は
、
交
通
事
故
防
止

の
た
め
、
交
通
事
故
の
発
生

状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
を
第
一
の

対
策
と
し
て
、鹿
屋
警
察
署
・

交
通
安
全
協
会
等
と
連
携
し

「
事
故
件
数
の
減
少
」
と
「
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

最
重
点
目
標
に
、「
お
や
っ

と
さ
あ
」
運
動
等
の
三
つ
の

重
点
項
目
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

①
「
お
や
っ
と
さ
あ
」
運
動

　

高
齢
者
が
、
交
通
事
故
を
防

止
す
る
上
で
注
意
す
べ
き
点
を

分
か
り
や
す
く
、
覚
え
や
す
い

よ
う
に
鹿
児
島
弁
の
「
お
や
っ

と
さ
あ
」
の
言
葉
に
盛
り
込
ん

で
あ
り
ま
す
。

　

町
内
会
敬
老
会
な
ど
高
齢
者

の
集
ま
り
の
際
に
、
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

② 

「
薔
薇
バ
ラ
駐
車
ス
ト
ッ

プ
」
作
戦

　

駐
車
場
な
ど
前
進
で
止
め
て

バ
ッ
ク
で
出
る
と
き
の
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駐

車
す
る
と
き
は
バ
ッ
ク
で
駐
車

す
る
「
薔
薇
バ
ラ
駐
車
ス
ト
ッ

プ
」
作
戦
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
犯
罪
上
も
防
止
効
果

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

鹿
屋
警
察
署
が
提
唱
す
る
運

転
者
の
安
全
意
識
を
高
め
る
試

み
で
す
。

③ 

「
つ
け
て
い
ま
す
か
？
」

運
動

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出

時
、
夜
光
反
射
材
を
つ
け
て
い

ま
す
か
？

　

夕
暮
れ
時
は
、
早
め
に
車
の

ラ
イ
ト
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
車

を
運
転
す
る
と
き
、
高
齢
者
運

転
者
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
ま
す

か
？

　

こ
の
３
点
を
確
認
し
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
の
た

め
の
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

▲交通安全教室

▲良い例
（バックで駐車）

▲悪い例
（前進で駐車）

「おやっとさあ」運動の各文字が表す意味
 お　横断中も車を確認！右左（横断歩行者対策）
 や　夜間歩行　つけて安全！反射材（夜光反射材着用促進対策）
 っ　着けよう！シートベルト・ヘルメット（自動車・二輪車運転者対策）
 と　遠くより　もっと危険な自宅付近！（歩行者事故発生地点対策）
 さ　細心の注意で防ごう！操作ミス（自損事故防止対策）
 あ　安全の願いを込めて　免許返納（運転免許自主返納促進対策）
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交
通
死
亡
事
故
の
約
７
割
が

高
齢
者

　

平
成
22
年
９
月
30
日
現
在
に

お
け
る
鹿
児
島
県
で
の
交
通
事

故
の
死
者
は
60
人
（
前
年
比
△

13
人
）
で
、
死
者
全
体
の
約
７

割
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

歩
行
中
は
安
全
不
確
認
に
よ

る
車
両
の
直
前
直
後
の
横
断
、

運
転
中
は
操
作
不
適
と
安
全
不

確
認
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
歩
行
者
の
約

76
％
が
運
転
免
許
の
未
保
有
者

で
、
十
分
な
交
通
安
全
教
育
の

受
講
経
験
が
少
な
い
、
あ
る
い

は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
に
も
属
さ

ず
交
通
教
室
に
も
参
加
し
て
い

な
い
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

そ
こ
で
、
で
き
る
限
り
多
く

の
高
齢
者
に
面
接
し
、
個
別
指

導
を
行
う
こ
と
で
高
齢
者
の
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
改
革
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
鹿
屋
市
交
通
安
全
協

会
や
民
生
委
員
な
ど
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
の
う
え
、
高

齢
者
宅
訪
問
等
、
交
通
死
亡
事

故
撲
滅
へ
向
け
た
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
発
生
し
た
交
通
死
亡
事

故
例
と
注
意
点

　

今
年
４
月
以
降
に
起
こ
っ
た

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
例
を

５
ペ
ー
ジ
に
示
し
ま
し
た
。

　

①
例
目
は
、「
軽
四
輪
乗
用

車
が
電
動
車
い
す
で
道
路
を
横

断
中
の
高
齢
者
を
は
ね
た
」
事

故
で
す
。

　

注
意
点
と
し
て
は
、「
夜
間
、

交通死亡事故

撲滅に向けて

     高齢者の交通事故の現状や、最近の交通事故の
主な傾向、交通事故の防止方法について、鹿屋警察署の

吉井和幸交通課長にお話しを伺いました。

鹿
屋
警
察
署　

交
通
課
長　

吉
井
和
幸
さ
ん

鹿
屋
警
察
署　

交
通
課
長　

吉
井
和
幸
さ
ん

鹿
屋
警
察
署

鹿
屋
警
察
署
交
通
課
長

交
通
課
長　

吉
井
和
幸

　

吉
井
和
幸
さ
ん
さ
ん



歩
行
者
か
ら
は
、
車
の
ラ
イ
ト

は
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
明
る
く
見

え
ま
す
が
、
車
か
ら
歩
行
者
は

見
え
に
く
い
も
の
で
す
。

　

夜
間
外
出
時
は
運
転
者
に
自

分
の
姿
を
早
め
に
見
つ
け
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
夜
光
反
射
材

を
必
ず
着
用
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
横
断
前
に
車
が
遠
く

に
見
え
て
い
て
も
、
自
分
が
思
っ

て
い
る
よ
り
も
、
車
は
早
く
近

づ
い
て
き
ま
す
。
車
が
通
り
す

ぎ
る
の
を
待
っ
て
か
ら
横
断

し
、
横
断
中
も
安
全
確
認
を
す

る
こ
と
」
で
す
。

　

②
例
目
は
、「
駐
車
場
内
で

高
齢
者
の
運
転
す
る
普
通
貨

物
車
が
後
退
中
、
車
両
の
後
方

に
立
っ
て
い
た
高
齢
者
を
は
ね

た
」
事
故
で
す
。

　

注
意
点
は
、「
車
両
を
後
退

平成 22 年４月以降に市内で発生した死亡事故例

す
る
と
き
は
、
必
ず
周
り
の
安

全
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
後
退

さ
せ
る
こ
と
。
薔
薇
バ
ラ
駐
車

ス
ト
ッ
プ
作
戦
を
実
践
す
る
こ

と
」
で
す
。

　

ま
た
、
歩
行
者
は
車
両
か
ら

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
を
歩
く
よ

う
に
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

　

③
例
目
は
、「
普
通
自
動
車

が
横
断
歩
道
を
横
断
中
の
高
齢

者
を
は
ね
た
」
事
故
で
す
。

　
「『
車
は
自
分
に
気
づ
い
て
止

ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
』『
今
、

車
が
来
な
い
か
ら
大
丈
夫
』
と

誤
っ
た
判
断
を
し
て
し
ま
う
と
、

大
切
な
命
を
お
と
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
急
い
で
い

る
と
き
で
も
心
を
落
ち
着
か
せ

て
、信
号
・
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
通
行
す
る
こ
と
」
が
注
意
点

で
す
。

　

も
う
少
し
注
意
を
払
っ
て
い

た
ら
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
か
も

し
れ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
『
自
分
は
大
丈
夫
！
』
と
安

易
に
考
え
ず
、
外
出
す
る
と
き

は
警
戒
心
を
持
っ
て
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ

な
い
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

夜
間
歩
い
て
外
出
す
る
と
き

は
、
明
る
い
服
装
に
夜
光
反
射

材
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歩
行
者
は
右
側
通
行
が
原
則

で
す
。
左
側
を
通
行
す
る
と
背

面
通
行
と
な
り
大
変
危
険
で
す

の
で
、
走
っ
て
来
る
車
の
動
き

が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
道
路
の

右
側
の
白
線
（
路
側
帯
）
内
を

通
行
す
る
と
安
全
で
す
。

　

歩
道
が
あ
る
場
合
は
必
ず
歩

道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

電
動
車
い
す
は
歩
行
者
と
同

じ
右
側
通
行
が
原
則
で
す
。

　
　一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

へ
の
お
願
い

　

高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
徐
行

し
注
意
を
払
っ
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
。

交通死亡事故ゼロ決起大会 ▲ 

▲

　９月 21日、秋の全国交通安全運動にあわせ、
市役所駐車場で交通死亡事故ゼロを目指して
決起大会が行われました。
　大会後は、参加者が市内の交差点で、停車
した運転手に「死亡事故を無くすために安全
運転に努めてください」と声をかけながら、
ペットボトルや漬け物、チラシを配付し、安
全運転を呼びかけました。

　

夜
間
や
雨
の
日
は
、
周
囲
が

一
層
見
え
な
く
な
る
の
で
、
速

度
を
落
と
し
て
慎
重
に
運
転
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

　

交
通
事
故
の
約
５
割
強
は
交

差
点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
右

か
ら
左
に
横
断
し
て
い
る
歩
行

者
を
見
落
と
し
が
ち
で
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で

は
、取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
、
被
害
者
の
双

方
が
苦
し
み
、
悲
し
む
結
果
と

な
り
ま
す
。
痛
ま
し
い
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
が
安
全
に
暮
ら
せ
る

街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
交
通

ル
ー
ル
を
厳
守
し
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　９月21日からの秋の全国交通安全運動にあわせ、
鹿屋警察署員による交差点での朝の立哨

▲朝・夕の交通安全立哨

事故例③　（大浦町）
発生年月　平成 22年８月

【事故の概要】

普通自動車が
横断歩道を
横断中の
高齢者をはねる。

事故例②　（西原４丁目）
発生年月　平成 22年５月

【事故の概要】

駐車場内で高齢者の
運転する普通貨物車
が後退中、車両の
後方に立っていた
高齢者をはねる。

事故例①　（札元２丁目）　　
発生年月　平成 22年５月

【事故の概要】

軽四輪乗用車が
道路を電動車
いすで横断中の
高齢者をはねる。

KANOYA  CITY
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差
押
え
・
公
売
処
分
の
実
施

　

再
三
の
催
告
等
に
応
じ
ず
、

ま
た
納
税
の
相
談
も
な
く
、
市

税
等
の
滞
納
が
累
積
し
て
い
る

な
ど
、
納
税
誠
意
の
み
ら
れ
な

い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
財
産
（
給
与
、預
貯
金
、

不
動
産
、
動
産
、
生
命
保
険
な

ど
）
を
調
査
し
、
差
押
可
能
な

財
産
が
判
明
し
た
ら
差
押
え
を

実
施
し
、
ま
た
、
不
動
産
及
び

動
産
に
つ
い
て
は
公
売
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　市では、自主財源の柱である市税収入の確保及び税負担の公平性を図るため、平成 22 年 11 月から新たな
取組として自動車等差押え（タイヤロック）を実施します。

【問い合わせ】市収納管理課　☎ 0994-31-1155

滞納処分（差押）
件数

不動産 98件
預貯金 118件
給与 94件
国税還付金 150件
有価証券 1件
合計 461件

公売件数 不動産 11件

滞納処分（差押）
件数

不動産 93件
預貯金 309件
給与 41件
国税還付金 63件
動産 3件
合計 509件

公売件数 不動産 1件
動産 5件

鹿屋市の過去２年間における滞納処分及び公売件数
●平成20年度 ●平成21年度

タイヤロック

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
自
動

車
等
の
差
押
え

　

11
月
か
ら
新
た
な
滞
納
処
分

と
し
て
、
他
自
治
体
で
も
積
極

的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
自
動
車
等
の

差
押
え
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
九
割
強
の
き
ち
ん

と
納
税
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
毅
然

と
し
た
姿
勢
で
対
峙
し
、
市
税

等
の
積
極
的
な
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

○最終催告に応じない滞納者の自動車等の
前輪に『タイヤロック』を装着し、ミラー部
分に「差押公示書」を取り付け、差押えを行
います。
○差し押さえた後も、一定期間納付や相談が
無い場合は、差し押さえた自動車等を引き
上げて、市が公売し、売却代金を滞納税等
に充当することとなります。

『タイヤロック』により車両の運行ができなく
なります。

こ
れ
ま
で
の
取
組

新
た
な
取
組

市税等の徴収を強化するため新た市税等の徴収を強化するため新た
に自動車等差押え（タイヤロック）に自動車等差押え（タイヤロック）
を実施します！を実施します！
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市
で
は
、
夜
間
・
休
日
の
納

税
及
び
納
税
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

● 

日
時
＝
10
月
17
日
（
日
）
〜

24
日
（
日
）

　

平
日
夜
間
＝
17
時
〜
19
時

　

土
・
日
＝
８
時
30
分
〜
17
時

●
場
所
＝
市
収
納
管
理
課

 

※ 

土
・
日
は
市
役
所
本
庁
舎
正

面
地
下
入
口
か
ら
お
入
り
く

だ
さ
い
。

● 

持
参
す
る
も
の
＝
印
鑑
、
催

告
書
等

　

市
で
は
、
ヤ
フ
ー
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
６
月
と
８
月
に
差
し
押
さ

え
た
焼
酎
・
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
・

記
念
メ
ダ
ル
等
を
公
売
し
、
38

点
す
べ
て
が
落
札
さ
れ
、
そ
の

売
却
代
金
を
滞
納
税
等
に
充
当

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
同
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
、
３
回
目
の
平
成
22
年
度

鹿
屋
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
実
施
し
ま
す
。

●
出
品
す
る
も
の
＝
焼
酎
１

点
、カ
メ
ラ
関
係
用
品
７
点
、

鉄
道
・
バ
ス
関
係
用
品
17
点

●
参
加
申
込
期
間
＝
10
月
15
日

（
金
）
13
時
〜
27
日
（
水
）

23
時

※
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
参
加
申
込
手
続
き
が
必

要
で
す
。

●
入
札
期
間
＝
11
月
２
日（
火
）

13
時
〜
４
日
（
木
）
23
時

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト

h
ttp
://koub

ai.auction
s.

yahoo.co.jp/kanoya

タイヤロックによる自動車等差押えの流れ
自
動
車
等
差
押
予
告
書
の
送
付

　

再
三
の
催
告
等
に
応
じ
な
い
等
の

対
象
者
に「
自
動
車
等
差
押
予
告
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

（
平
成
22
年
11
月
）

所
有
自
動
車
等
の
調
査

　

差
押
予
告
書
の
指
定
期
限
ま
で
に

納
付
が
な
く
、ま
た
納
税
の
相
談
等
も

な
い
場
合
は
、そ
の
滞
納
額
や
滞
納
期

間
、納
税
誠
意
等
を
考
慮
し
、順
次
所

有
す
る
自
動
車
等
を
調
査
し
ま
す
。

　

所
有
自
動
車
等
が
判
明
し
た
ら
、戸

別
訪
問
し
、最
終
的
な
納
税
催
告
を
行

い
ま
す
。

　

最
終
催
告
を
行
っ
て
も
納
付
等
に

至
ら
な
い
場
合
は
、自
動
車
等
の
差
押

え
を
実
施
し
ま
す
。差
し
押
さ
え
た
自

動
車
等
に
は
、運
行
・
使
用
を
さ
せ
な

い
た
め
の
措
置
と
し
て
、タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
を
装
着
し
ま
す
。（

平
成
22
年
12
月
）

戸
別
訪
問
に
よ
る
最
終
催
告
及
び

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
差
押
え

公
売
に
よ
る
換
価
、滞
納
税
等
へ

の
充
当

　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
差
押
後
、一

定
期
間
を
経
過
し
て
も
、な
お
、納
付

や
納
税
計
画
の
提
示
等
が
な
い
場
合

は
、差
し
押
さ
え
た
自
動
車
等
を
引
き

上
げ
て
、市
が
公
売
し
、売
却
代
金
を

滞
納
税
等
に
充
当
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

（
平
成
23
年
３
月
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
を
実
施

夜
間
・
休
日
の
納
税

及
び
納
税
相
談
を

実
施

※カッコ内は平成 22年度の実施予定月
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フォトコンテスト２０１０
　『かのや「ばら」と「海」フォトコンテスト 2010』の入賞作品が決定しました。
　このコンテストは、かのやばら園の「ばら」と鹿屋の「海」の素晴らしさを全国に向けて情報発信しようと毎年行われてい
るもので、一般部門では、写真家の浅井愼平さんが県内外から応募のあった 308 点（ばらの部 247 点、海の部 61 点）の作品
を審査し、グランプリ２点をはじめ 26 点の入賞作品を決定しました。
　また、初心者向けの「チャレンジ部門」には 53 点の応募があり、５点の入賞作品を決定しました。

【浅井愼平さんによるグランプリ作品の講評】
　バラに光を当てたクローズアップの中に、
南国の遠景が影で表されている、非常に絵画
的なイメージで捉えた佳作だと思います。過
去にこういうタイプの、ここまで主張をした
作品は、あまり無く、良かったと思います。

『片想い』
松元　進さん松元　進さん（鹿屋市）（鹿屋市）

「珠玉の耀き」
木場　津代美さん木場　津代美さん
（いちき串木野市）（いちき串木野市）

「雨のイリュージョン」
川畑　常子さん川畑　常子さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「五姉妹の絆」
長　秀子さん長　秀子さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「水鏡」
豊廣　俊治さん豊廣　俊治さん

（霧島市）（霧島市）

「雨あがり」
辻　典昭さん辻　典昭さん
（姶良市）（姶良市）

「情熱」
大社　正照さん大社　正照さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「木漏れ日」
椎葉　国忠さん椎葉　国忠さん
（熊本県湯前町）（熊本県湯前町）

姉妹 絆「 姉妹 絆 イリ ジ「 イリ ジ あが「 あが「杳光」「杳光」
大薗　典子さん大薗　典子さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「借住まい」「借住まい」
本田　康文さん本田　康文さん

（鹿屋市）（鹿屋市）

「華の舞」「華の舞」
中俣　秀昭さん中俣　秀昭さん

（霧島市）（霧島市）

「セピア色・心色」「セピア色・心色」
山野　洋介さん山野　洋介さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「朝光を浴びて」
税所　マリさん税所　マリさん

（鹿屋市）（鹿屋市）

「紅差して」「紅差して」
入佐　俊昭さん入佐　俊昭さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「輝く水玉」「輝く水玉」
吉村　スミ子さん吉村　スミ子さん

（鹿児島市）（鹿児島市）

「スターローズ」「スターローズ」
柚木　京子さん柚木　京子さん

（姶良市）（姶良市）

「五月の風に揺れる」「五月の風に揺れる」
中川　義昭さん中川　義昭さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

『ばらの首かざり』
東別府　龍真さん東別府　龍真さん（都城市）（都城市）

『蒼の夜明け』
山野　雄樹さん山野　雄樹さん（鹿児島市）（鹿児島市）

ばら
の部

グランプリグランプリ

特選特選

準グランプリ準グランプリ
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かのや『ばら』と『海』 　

【浅井愼平さんによる
グランプリ作品の講評】　　

　落日と影で南国のトーン（色調）が良
くでていて、海と遠景のわずかな視点の
差をちゃんと出していて、よくできた作
品です。落日と影が、闇の空気をよく伝
えています。

『釣り人』
石川　徳美さん石川　徳美さん（肝付町）（肝付町）

『ラインアップ』
三井　尉津夫さん三井　尉津夫さん（鹿屋市）（鹿屋市）

「深紅」
菖蒲谷　直人さん菖蒲谷　直人さん

（霧島市）（霧島市）

「日没」
岩岩﨑﨑　隆夫さん　隆夫さん

（鹿屋市）（鹿屋市）

「帰るぞ～」
都甲　信久さん都甲　信久さん

（肝付町）（肝付町）

「夏の夕暮れ」
鈴木　弘信さん鈴木　弘信さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「癒しを求めて」
西柳　茂樹さん西柳　茂樹さん

（鹿屋市）（鹿屋市）

チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

【問い合わせ】市観光振興課　☎ 0994-31-1121

「雨あがり」
藤藤﨑﨑　能子さん　能子さん

（鹿屋市）（鹿屋市） ばら
の部

『落陽』
岩重　順一さん岩重　順一さん（鹿屋市）（鹿屋市）

海
の部

海
の部

グランプリ

準グランプリ準グランプリ

期　　　　　間 会　　場
10月26日（火）～11月3日（水） かのやばら園

10月28日（木）～11月2日（火） 山形屋（鹿児島市）

11月19日（金）～29日（月） リナシティかのや

12月２日（木）～13日（月） 市役所１階ロビー

作品を展示します

特選特選入選入選

「憧れのローズガーデン」「憧れのローズガーデン」
篠原　さおりさん篠原　さおりさん

（霧島市）（霧島市）

「愛しい美」「愛しい美」
大里　和彰さん大里　和彰さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「渚に遊ぶ」
平川　博美さん平川　博美さん

（肝付町）（肝付町）
「「日没

あががり「「雨あががり

KANOYA  CITY
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市
内
の
犯
罪
発
生
状
況

　

平
成
21
年
に
鹿
屋
市
内
で
発

生
し
た
刑
法
犯
罪
（
窃
盗
、
暴

行
、
詐
欺
、
傷
害
な
ど
）
認
知

件
数
（
以
下｢

犯
罪
数｣

）
は

８
２
２
件
で
す
。
人
口
当
た
り

の
犯
罪
数
は
、
県
内
ワ
ー
ス
ト

４
位
で
あ
り
、
県
内
で
も
犯
罪

の
多
い
地
域
で
す
。

　

市
内
の
犯
罪
数
を
交
番
・
駐

在
所
別
に
み
る
と
人
の
流
れ
、

店
舗
等
の
多
い｢

鹿
屋
中
央｣

｢

寿｣
｢

西
原｣

で
特
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

  
犯
罪
は
身
近
で
発
生
し
て
い
ま
す

ひ
と
ご
と
で
は
す
ま
な
い
、鹿
屋
市
内
で
犯
罪
増
加

犯
罪
の
多
く
は｢

窃
盗｣

　

犯
罪
の
ほ
と
ん
ど
は｢

窃
盗｣

で
す
。｢

窃
盗｣

の
中
に
は
、
家

の
中
な
ど
に
入
っ
て
品
物
を

盗
む｢
侵
入
盗｣

、
自
動
車
や

自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
乗
り

物
を
盗
む｢
乗
物
盗｣

、
車
の

中
の
品
物
を
盗
む｢
車
上
ね
ら

い｣

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
平
成

21
年
は
窃
盗
が
６
５
３
件
発

生
し
、
う
ち
侵
入
盗
１
０
５

件
、
乗
物
盗
１
４
２
件
、
車
上

ね
ら
い
１
２
７
件
で
し
た
。

｢

車
上
ね
ら
い｣

が
急
増

　

最
近
特
に｢

車
上
ね
ら
い｣

が
急
増
し
て
い
ま
す
。｢

少
し

の
時
間
だ
か
ら
カ
ギ
を
し
な

く
て
も
大
丈
夫｣

｢

カ
ギ
を
し

て
い
れ
ば
車
中
の
品
物
は
大

丈
夫｣

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
ス
ー
パ
ー
等
で
買
物
中
に

狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で

す
が
、
最
近
で
は
農
作
業
中
の

車
も
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
人
は
、
あ
な
た
の
行
動
を

観
察
し
、
一
瞬
の
ス
キ
を
狙
っ

て
犯
行
に
お
よ
び
ま
す
。
カ
ギ

が
か
か
っ
て
い
て
も
窓
ガ
ラ

ス
を
割
っ
た
り
、
ド
ア
を
こ
じ

開
け
る
な
ど
し
て
金
品
を
盗

み
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

｢

家
に
は
何
も
盗
ら
れ
る
物

は
な
い｣

｢

こ
ん
な
田
舎
に
泥

棒
は
入
ら
な
い｣

と
思
い
、
防

犯
を
怠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

最
近
で
は
家
に
置
い
て
あ

る
自
転
車
・
バ
イ
ク
な
ど
が
盗

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

家
や
車
に
カ
ギ
を
か
け
る
、

車
の
中
に
金
品
を
置
か
な
い

と
い
う
基
本
的
な
こ
と
だ
け

で
、
ほ
と
ん
ど
の
犯
罪
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

犯
罪
は
身
近
で
起
き
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
防
犯

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
っ
た
ら
警
察
へ

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
て
も｢

恥

ず
か
し
い
か
ら｣

等
の
理
由
で

警
察
に
届
け
な
い
人
が
い
ま

す
。犯
行
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

被
害
が
拡
大
す
る
要
因
と
な
り

ま
す
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
ら
必
ず

１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
活
動
推
進
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
４
７

鹿屋・垂水あんしんメール
　鹿屋警察署管内で発生した事件・事故・不審者情報

などをメールで配信しています。会員登録し、犯罪や

事故から身を守りましょう。
１　登録方法

　 下のQRコードを読み取るか、又はアドレスを入力

し、記載内容をメール送信してください。

　kt-bouhan110@po2.synapse.ne.jp

２　記載内容

①氏名（フリガナまで）

②電話番号（登録確認用）

③居住地（例：鹿屋市共栄町など）

④職業又は団体等（例：自営業、会社員）

３　登録料

　 登録は無料。ただし、1回のメール受信につ

き「1円～2円」の通信料がかかります。
【問い合わせ】
　鹿屋・垂水地区防犯協会　☎ 0994-45-5787

H21 市内犯罪の構成

器物損壊
10％

知能犯
4％

住居侵入
2％

粗暴犯
2％

風俗犯
1％

凶悪犯
1％

その他
1％

窃盗犯
79％

▲平成 21 年各交番・駐在所における犯罪数

▲QRコード

市成 10件

輝北 ６件 W
A

R
N

IN
G

10

高隈 ９件
祓川 ７件

細山田 38件

吾平 25件

西俣 ９件

西原 129件

笠之原 34件

寿
205件

鹿屋中央
251件

白水 17件

大姶良 13件

高須 15件

古江 24件

上小原 30件



Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

鹿屋 KANOYAKANOYA
　９月１日、
打馬２丁目
の和田井堰
公園で消防
組合、自衛
隊、医療機
関関係者、
地域住民な
ど約200人
が参加し、
地震災害を
想定した合
同訓練が実
施されました。
　土砂崩れや川の氾濫時の人命救
助訓練、傷病者の搬送や応急救護
訓練など、迅速な救出、的確な救
護に対する理解を深め、体制の強
化を図りました。

多数傷病者発生多数傷病者発生
災害対策訓練を実施災害対策訓練を実施

鹿屋 KANOYAKANOYA

　９月９日、市医師会館で「第
22 回鹿屋地区健康ハート市民セ
ミナー」が行われました。
　このセミナーは、９月９日の救
急の日に合わせて開催されたもの
で、市民約 80人が参加。当日は、
脳卒中に関する講演会が行われた
あと、心肺蘇生法や AED の使用
方法などの実技指導が行われ、参
加者は緊急時を想定して、真剣に
取り組んでいました。

　９月４日、高須町で「戦争体験
と平和を語る会」が行われました。
　これは、1945 年９月４日に進
駐軍が日本本土に初上陸してか
ら65年の節目の年に行ったもの。
当日は、平成 13 年３月、金浜海
岸に「戦争を風化させない高須町
民の会」が建立した記念碑の前で
黙とうをしたあと、高須町民会館
で戦争体験者による経験談などが
話されました。

戦争を風化させないと戦争を風化させないと
強く決意強く決意

串良 KUSHIRAKUSHIRA鹿屋 KANOYAKANOYA
　“ 長 ～ い ”
ヘチマが王子
町の平

たいらのぼる

昇さん
宅で実を付
け、近所で話
題になってい
ます。８月中
旬からすくす
く成長し、現
在長さ２ｍ。
品種は「ナガ
ヘチマ」で、
昨年種をもら

い栽培。「最初は、まったく育つ
気配がなかったが、これほど成長
するとはと驚いた。まるで大蛇。
食べずにタワシにでもします」と
立派に育ったヘチマをいとおしむ
ように話してくれました。

“ 長～い ”ヘチマ話題“長～い ”ヘチマ話題

　９月 25 日、串良町有里のみか
ん園「鹿屋市オレンジパーク串良」
が開園しました。同パークには、
約２ha に温州みかんやネーブル
など約 1,100 本が植えられていま
す。開園式には、上小原保育園の
園児など約 40 人が出席。テープ
カットのあと、みかん狩りを楽し
みました。同パークの開園期間は
12月 28日までですが、みかんが
なくなり次第閉園となります。

オレンジパーク串良開園オレンジパーク串良開園

鹿屋 KANOYAKANOYA緊急時の対応学ぶ緊急時の対応学ぶ

　９月３日、市役所で、「激励文
伝達式」が行われました。
　海上自衛隊鹿屋航空基地から海
賊対処のために、派遣されてい
る 150 人の隊員へ嶋田芳博市長
が「国の代表として情熱と信念を
持って任務を全うし無事に帰国さ
れますことを心からご祈念申し上
げます」と激励し、激励文を同基
地の森田義和首席幕僚に手渡しま
した。

隊員の隊員の無事な無事な帰国帰国を願うを願う

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS11



輝北 KIHOKUKIHOKU

　９月 20 日、輝北地区の百引、平南、市成、高尾の４小学校区で「輝
北地区敬老行事」がそれぞれ開催されました。
　当日は、各校区で招待された高齢者が参加して、記念式典が行われた
ほか、式典のあとには、それぞれの校区で、様々な催しが開催されました。
　百引校区では、地域住民が参加して運動会、平南校区では、平南小児
童による歌や演奏を行ったあとグラウンド・ゴルフ大会、市成校区では、
カラオケや舞踊などの演芸大会、高尾校区ではグラウンド・ゴルフ大会
が行われ、盛り上がった各会場では、参加者が交流を図りながら、健康
と長寿を祝いました。

各校区で敬老の日、祝う各校区で敬老の日、祝う

　９月 17日、星塚敬愛園で「敬老
祝賀会」が開催されました。
　当日は、入所者やその家族、招
待者約 200人が出席し、80歳以
上の高齢者に記念品などが贈呈さ
れました。
　また、式典後は、ステージで高
齢者会や職員などによる演芸が披
露され、入所者の長寿を祝うとと
もに、今後ますますの健康を願い
ながら親睦を深めました。

　 ９ 月 25
日、笠之原
公園で「第
14 回 笠 之
原十五夜大
綱引大祭」
が行われま
した。
　 全 国 的
にも珍しい
手 編 み の
大綱は長さ
70m、直径

45cm、重量約1.5ｔの巨大な綱で、
笠之原町の消防団員を中心に４日
間かけて製作。参加者は、始まり
を告げるほら貝の音とともに力を
振り絞って大綱を引き、秋の夜風
に心地よい汗を流していました。

　９月 26 日、打馬２丁目の和田
井堰公園で「鉦

かね

踊り」と「銭
ぜに

太鼓」
が奉納されました。
　この踊りは、豊作を祈願する伝
統芸能で江戸時代後期を起源と
し、鉦踊りは市の無形民俗文化財
にも指定されています。当日は、
２班に分かれた踊り子たちが王子
町内を巡回して踊りを披露したあ
と、一同に集まり和田井堰公園の
水神様に踊りを奉納しました。

　９月 23日、野里町の小烏神社
境内で「第58回野里消防大相撲大
会」が開催されました。
　この大会は、五穀豊穣や青少年
の健全育成などを願って行われて
いる野里地区の伝統行事。
　当日は、小学生や一般力士によ
る熱戦が繰り広げられ、特に、小
学生のちびっこ力士の真剣な表情
で相撲をとる姿には大きな歓声が
あがっていました。

鹿屋 KANOYAKANOYA鹿屋 KANOYAKANOYA 鹿屋 KANOYAKANOYA秋の訪れ告げる秋の訪れ告げる
笠之原大綱引笠之原大綱引 伝承芸能を奉納伝承芸能を奉納 ちびっこ力士ちびっこ力士

熱戦熱戦

鹿屋 KANOYAKANOYA長寿を祝い健康願う長寿を祝い健康願う

▲

百
引
校
区

▲

平
南
校
区

▲

高
尾
校
区

▲

市
成
校
区
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Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　９月 12 日、串良平和公園陸上
競技場で「第44回串良町民バレー
ボール大会」が開催されました。
　大会は、親子Ａ、親子Ｂ、チビッ
子、壮年、一般の５部門で開催。
各町内会から49チームが参加し、
熱戦を繰り広げました。各部門の
優勝は次のとおり。
親子Ａ＝十三塚 A　親子Ｂ＝十三塚 B
チビッ子＝下方限　壮年＝下小原
一般＝細山田 B

　９月２日・３日の 2日間、吾平
振興会館など４会場で「吾平町バ
レーボール大会」が開催されＡ、
Ｂ級の部に 26 チームが参加。予
選リンクでは慣れないソフトバ
レーボールに珍プレーが続出。決
勝トーナメントではラリーが続き
手に汗握る熱戦が繰り広げられま
した。各部門の優勝は次のとおり。
Ａ級の部＝中央団地
Ｂ級の部＝こすもす団地

吾平 AIRAAIRA

　９月19 日、大隅湖で「第64 回
県民体育大会ボート競技」が開催
されました。当日は、残暑の残る厳
しい暑さのなか、選手は郡選抜の
誇りを持って力漕しました。
　市内からは、シングル・ダブル
スカル競技で鹿屋工業高校の大隣
選手、迫田選手・安達選手のペア、
鹿屋高校の川村選手が、また、かじ
付き４人スカルで鹿屋高校が男女
ともに優勝しました。

　９月12 日、市武道館で「第55
回鹿屋市長旗柔道大会」が開催さ
れました。県内外から全93チーム
362 人が参加した大会では、熱戦
が繰り広げられました。各部の優
勝チームは次のとおり。
小学１・２年生＝芦塚柔道場Ａ
小学３・４年生＝かわなべ柔道ス
ポーツ少年団
小学５・６年生＝芦塚柔道場
中学男子＝明道館　中学女子＝一成塾

熱戦熱戦
市長旗柔道大会市長旗柔道大会

　９月 11日・12日の２日間、市
内外に住む在住外国人が１泊２日
のホームステイを行う「和風ジャ
パン」が開催されました。
　これは、在住外国人との交流を
促進し、異文化理解を深めようと
行われているもので、今年で８回
目。当日は、ホストファミリーと
一緒に吾平山上陵の見学やそば打
ち体験、座禅体験などが行われ、
異文化交流が行われました。

在住外国人と交流在住外国人と交流
吾平町バレーボール吾平町バレーボール
大会を開催大会を開催

大隅湖で力漕大隅湖で力漕

串良 KUSHIRAKUSHIRA串良町民バレーボール串良町民バレーボール
大会を開催大会を開催

　９月 19 日、串良平和アリーナ
で、第６回「鹿屋杯」全国高等学
校選抜剣道錬成大会が開催されま
した。
　この大会は、鹿屋体育大学の剣
道教育への理解と全国の指導者、
部員、選手の錬成・研修の場とし
て開催されたもの。全国から男子
41チーム、女子 35チームが参加
し、選手たちは、日頃の練習の成
果を出し、競い合いました。

「鹿屋杯」「鹿屋杯」
練習の成果競う練習の成果競う

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS13



日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

2010 11月

「
か
の
や
市
民
駅
伝
大
会
」

の
愛
称
を
募
集

　
「
サ
ン
ロ
ー
ド
鹿
屋
」
駅
伝

大
会
は
、
鹿
屋
市
市
制
施
行
５

周
年
を
機
に
市
全
域
で
取
り
組

む
駅
伝
大
会
と
し
て
、
開
催
場

所
は
霧
島
ヶ
丘
公
園
に
変
更
し

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

●
愛
称
条
件
＝
市
の
イ
メ
ー
ジ

や
特
性
に
合
致
し
、
覚
え
や

す
く
親
し
み
や
す
い
こ
と

●
応
募
方
法
＝
愛
称
・
愛
称
理

由
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
職
業
（
学
生
の
場
合

は
学
校
名
及
び
学
年
）
を
記

入
の
う
え
、
直
接
持
参
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
11
月
12
日（
金
）

●
表
彰
＝
採
用
者
に
は
、
駅
伝

大
会
当
日
（
11
月
21
日
）
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１　

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ
１

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
９

　

℻
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
９
３
５

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

sports@
e-kanoya.net

市
嘱
託
職
員
を
募
集

●
職
種
＝
訪
問
調
査
員

●
募
集
人
員
＝
２
人

●
雇
用
期
間
＝
11
月
１
日（
月
）

〜
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

●
勤
務
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17

時
●
業
務
内
容
＝
要
介
護
認
定
の

た
め
の
訪
問
調
査

●
対
象
者
＝
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
又
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

等
の
資
格
を
有
す
る
人
で
、

普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
て

い
る
人

●
賃
金

　

＝
月
額
１
８
７
，
５
０
０
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加

入
●
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
り
付
け
て
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
10
月
26
日（
火
）

●
面
接
日
時
＝
10
月
27
日（
水
）

　

10
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
高
齢
福
祉
課

　
（
１
階
⑧
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

募
集
・
申
請

2010 10月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

幼稚園名 電話番号
鹿屋幼稚園（向江町） 0994-42-3528
松下幼稚園（上谷町） 0994-43-7233
鹿屋カトリック幼稚園（古前城町） 0994-44-4683
信愛幼稚園（西原１丁目） 0994-42-4012
第一鹿屋幼稚園（寿５丁目） 0994-44-8668
西原幼稚園（西原４丁目） 0994-43-3342
星幼稚園（寿３丁目） 0994-43-7240
日の出幼稚園（川西町） 0994-44-2963
南部幼稚園（下堀町） 0994-44-6850
いずみ幼稚園（吾平町） 0994-58-6893

●申 込 受 付　11月１日（月）～
※入園案内・願書は、10月中旬から各幼稚園で配付します。
●園 児 募 集　３歳、４歳、５歳の幼児
※満３歳になった日から入園できます。
●預かり保育　 降園後の預かり保育（延長保育）を行っ

ています。
●入　園　料　３歳児　　　＝ 20,000 円
　　　　　　　４歳・５歳児＝ 35,000 円
●保　育　料　月額 20,000 円～
●保育料等の減額
　　保護者の市民税の所得割課税額等に応じて、入園料
と保育料を減額する制度があります。
　　詳しくは、各幼稚園にお問い合わせください。

　市内の私立幼稚園では、平成 23年度の園児を募集します。定員になり次第、締め切りとなりますので、
お早めにお申込みください。

平成23年度私立幼稚園園児募集のお知らせ

【問い合わせ・申込先】

情報掲示板
Information

情報掲示板
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後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
料
を
助
成

　

市
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
で
平
成
22
年
４
月
１

日
以
降
に
自
費
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
た
人
に
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

● 

対
象
者
＝
受
診
日
時
点
で
市

内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
で
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
み
た
す
人

①
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
23
年
２
月
28
日
ま
で
の
間

に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

人
②
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
、

鹿
屋
市
国
民
健
康
保
険
の
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な

い
人

③
平
成
21
年
度
分
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
人

●
助
成
額

　

一
般
ド
ッ
ク

＝
１
５
，
０
０
０
円

　

脳
ド
ッ
ク＝

１
８
，
０
０
０
円

が
ん
ド
ッ
ク
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ド
ッ

ク
）     

＝
５
０
，
０
０
０
円

●
申
請
方
法
＝
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
、預
金
通
帳
、

印
鑑
、
領
収
書
及
び
診
断
結

果
票
を
持
参
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収

書
及
び
診
断
結
果
票
は
写
し

で
は
な
く
、
必
ず
原
本
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間
＝
10
月
13
日（
水
）

〜
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

※
一
般
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、

が
ん
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一

つ
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

市
健
康
保
険
課

　
（
１
階
⑤
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や
か

ら
の
お
知
ら
せ

「
お
お
す
み
わ
っ
ぜ
よ
か
ど
博

覧
会
Ⅱ
」
を
開
催

●
開
催
期
間
＝
11
月
6
日（
土
）

〜
28
日
（
日
）

●
開
催
場
所
＝
大
隅
全
域

●
内
容
＝
自
然
、
農
業
・
漁
業
、

文
化
・
歴
史
、
創
作
、
グ
ル

メ
、
バ
ス
ツ
ア
ー
等
、
計
93

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
応
募
方
法
＝
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
申
込
書

を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又

は
郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

yokado.rosering.jp/

）
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
先
＝
市

観
光
振
興
課
、
リ
ナ
シ
テ
ィ

か
の
や
、
か
の
や
ば
ら
園
な

ど
「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
in
か
の
や

ば
ら
園
」
の
参
加
者
を
募
集

　

大
切
な
あ
の
人
の
記
念
日
を

か
の
や
ば
ら
園
で
演
出
し
ま
せ

ん
か
。

●
期
間
＝
10
月
23
日
（
土
）
〜

12
月
26
日
（
日
）

●
募
集
組
数
＝
10
組
（
１
日
１

組
限
定
）

●
料
金
＝
５
，
０
０
０
円
（
記

念
品
代
）

●
内
容
＝
花
束
・
ケ
ー
キ
・
記

念
品
な
ど
の
贈
呈

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
11
月
28
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
５
３

　

鹿
屋
市
浜
田
町
１
２
５
０

　

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ
41ｰ
８
７
１
８

　

℻
０
９
９
４ｰ

41ｰ
８
７
１
９

歯っぴいスタンプラリーを開催歯っぴいスタンプラリーを開催
　鹿屋市歯科医師会では、皆さんに歯の健康について楽しく学んでいただくため「歯っぴい
スタンプラリー」を次の日程で開催します。お口の勉強をして、豪華景品をゲットしよう！

●●日　　時　11月 6日（土）
　　　　　　15:00 ～ 16:45
●●場　　所　リナシティかのや２階情報研修室
●●対 象 者   ３歳以上

【問い合わせ】　市健康増進課　☎ 0994-41-2110

～各コーナーを回ってスタンプを集めましょう～～各コーナーを回ってスタンプを集めましょう～
●●歯科健診コーナー歯科健診コーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●歯科相談コーナー歯科相談コーナー
●●染出し体験コーナー（ブラッシング指導）染出し体験コーナー（ブラッシング指導）　　
●●フッ素塗布コーナーフッ素塗布コーナー
●●歯垢の顕微鏡観察コーナー歯垢の顕微鏡観察コーナー　　　　　　　　　　　　　　　　
●●咬む力測定コーナー咬む力測定コーナー
●●パネル展示コーナー（鹿屋市歯科医師会の活動紹介）パネル展示コーナー（鹿屋市歯科医師会の活動紹介）
●●３歳児むし歯なくし隊活動紹介コーナー３歳児むし歯なくし隊活動紹介コーナー
●●エプロンシアター（鹿屋市歯科衛生士会）エプロンシアター（鹿屋市歯科衛生士会）
★★指形作成コーナー（先着 30 人程度）指形作成コーナー（先着 30 人程度）　　　　
★★介護用品展示あり介護用品展示あり

【問い合わせ】

11月8日は、「いい歯の日」

　  スタンプラリー達成
　者には抽選で豪華景品！
　抽選会　16：30～
　  先着300人に粗品進呈
　　※受付は16時まで

Information
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鹿屋市市制施行５周年記念事業鹿屋市市制施行５周年記念事業

【問い合わせ】　市総務課（３階）　☎ 0994-31-1127

　合併後５年の節目を迎え、これまでの市政を振り返るとともに、これからの鹿屋市の飛躍・挑戦
を内外に広く周知し、皆さんと共に進む市政運営の契機とするため、鹿屋市市制施行５周年記念事
業を開催します。

●●鹿屋市市制施行５周年記念関連事業
○冠事業
　鹿屋市保健福祉フェスタ、吾平町体育大会、
　各地区文化祭、かのや第九演奏会　など
○協賛等事業
　 かのやばら祭り2010秋、大隅湖レイクサイド
フェスティバル、ツール・ド・おおすみecoサイク
リング大会　など
○その他
　広報テレビ番組の制作

●●鹿屋市市制施行５周年記念式典
○日時　11月７日（日）　10：30～12：00
○場所　霧島ヶ丘公園ステージ
○内容　
・オープニングセレモニー
　吹奏楽演奏（鹿屋中央高等学校）
　和太鼓演奏（鹿屋農業高等学校）
・記念式典
　市政功労者表彰、
　小学生による未来へのメッセージ　など

「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
綱
引
き
甲
子
園
」

の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
11
月
21
日
（
日
）

　

10
時
〜

●
会
場
＝
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広

場
●
種
目
＝
小
学
生
の
部

　
（
１
チ
ー
ム
10
人
）

●
参
加
費

　

＝
１
チ
ー
ム
４
，
０
０
０
円

●
応
募
期
限
＝
11
月
５
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
青
年
部
事

務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
」
の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
11
月
21
日
（
日
）

　

10
時
〜

●
会
場
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
水
辺
プ

ラ
ザ

●
種
目
＝
小
学
生
の
部
（
１

チ
ー
ム
３
人
、
４
年
生
以

上
）、
成
人
の
部
（
１
チ
ー

ム
３
人
、
男
女
別
）

●
定
員

　

小
学
生
の
部　

＝
12
チ
ー
ム

　

成
人
男
性
の
部
＝
20
チ
ー
ム

　

成
人
女
性
の
部
＝
12
チ
ー
ム

●
参
加
費

　

小
学
生
の
部
＝
無
料

　

成
人
の
部

　

＝
１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

●
応
募
期
限
＝
11
月
５
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
肝
属
法
人
会
青
年
部
会

　

☎
０
８
０ｰ

４
３
１
９ｰ

５
２
４
０

「
第
５
回
大
隅
地
区
認
知
症

記
念
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
０
」

の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
11
月
６
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

３
階
ホ
ー
ル　

●
内
容

○
講
演
＝
認
知
症
の
医
療
と
ケ

ア
〜
今
と
こ
れ
か
ら
〜

　

講
師
＝
長
谷
川 

和
夫 

氏

〇
演
劇
＝
た
け
ち
ゃ
ん
一
座

　

演
題
＝「
本
日
は
晴
天
な
り
」

●
参
加
料
＝
無
料

●
定
員
＝
４
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
期
限
＝
10
月
25
日（
月
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
き
い
き

館

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

７
１
１
２

「
地
域
医
療
連
携
に
関
す

る
公
開
講
座
」
の
参
加
者

を
募
集

●
日
時
＝
11
月
21
日
（
日
）　

10
時
〜
12
時

●
場
所
＝
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー

●
講
演
＝
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
地
域

医
療
連
携

○
講
師
＝
諸
木 

浩
一 

氏
（
徳

田
脳
神
経
外
科
病
院
長
）
ほ

か
２
人

●
定
員
＝
80
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
「
地
域
医
療
連

携
に
関
す
る
公
開
講
座
」
と

記
載
し
、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、

連
絡
先
、
職
種
・
所
属
を
記

入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
10
月
31
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３ｰ
０
０
１
１

　

鹿
屋
市
打
馬
１
丁
目

　

１
１
２
４
８ｰ

１

　

徳
田
脳
神
経
外
科
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

１
１
１
９

　

℻
０
９
９
４ｰ

40ｰ

３
１
５
５

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

reha@
om
ega.ne.jp

情報掲示板
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第
２
回
縁
結
び
イ
ベ
ン
ト

「
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ク
で
赤

い
糸
」
の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
11
月
７
日
（
日
）　

10
時
〜
17
時

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

●
対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
独
身

男
女

●
内
容
＝
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
し
て
独
身
男
女
の

交
流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト

●
参
加
料
＝
２
，
０
０
０
円

※
昼
食
代
、
保
険
料
込
み

●
募
集
人
数
＝
男
女
各
30
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

か
の
や
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ク

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

９
９
３
１

　「
国
勢
調
査
」
へ
の
ご
回
答

は
お
済
み
で
す
か

　

国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
現

在
、
日
本
に
普
段
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
に

し
た
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票

お
知
ら
せ

は
、
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
た

う
え
で
調
査
員
に
提
出
す
る

か
、又
は
「
郵
送
提
出
用
封
筒
」

で
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

万
が
一
調
査
票
が
届
い
て
い

な
い
場
合
や
調
査
票
が
足
り
な

い
場
合
な
ど
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課
統
計
班

　
（
７
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
０

「
い
き
い
き
健
康
作
文
」
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
展
を
開
催

●
場
所
及
び
日
時

○
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

　

ホ
ワ
イ
エ

　

11
月
１
日（
月
）〜
15
日（
月
）

　

９
時
〜
19
時

※
15
日
（
月
）
は
15
時
ま
で

○
鹿
屋
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル

　

11
月
22
日（
月
）〜
30
日（
火
）

●
そ
の
他
＝
最
優
秀
賞
作
品
等

は
、
11
月
中
旬
以
降
に
「
Ｆ

Ｍ
か
の
や
」で
朗
読
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
保
険
課

　
（
１
階
⑥
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

「
鹿
屋
市
少
年
少
女
合
唱

団
」
を
追
加
募
集

●
練
習
日
＝
毎
月
第
２
・
４
土

曜
日

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

●
対
象
者
＝
市
内
の
小
学
１
年

生
〜
中
学
３
年
生

●
受
講
料
＝
無
料

※
初
回
の
み
保
険
料
と
し
て
、

６
０
０
円
が
必
要

●
募
集
人
数
＝
40
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
４

　市では、少子・高齢化の進展や地域経済の低迷により、今後、財政状
況が厳しくなる中で、健全財政を維持し、強固な行財政基盤を確立する
ため、７月に第２次鹿屋市行政経営改革大綱を策定しました。この大綱
に基づき「透明・迅速な市政運営」を推進し、行政が担うべき役割の重
点化・スリム化、成果重視の視点を取り入れ将来にわたって市民の皆さ
んが安心して暮らせる、「元気な『かのや』づくり」を目指すために行
政経営改革に取り組みます。
　その取組の一つとして、本年９月から市民目線により全ての事務事業をゼロベースで総点検し、真
に必要な事務事業に再構築することを目的に、「外部評価による事業仕分け」を開始しました。
　外部評価による仕分けは、市民等で構成する鹿屋市行政経営改革委員会が全事業（予算事業ベ―ス
で 869 事業）を、平成 23年度までの２年間で行い点検するもので、本年度の第一弾としてまず 50事
業を８日間で実施することとしています。　
　同委員会が実施した仕分け作業の結果は、市長に報告され、市は報告された仕分け結果を最大限尊
重し、来年度予算に反映させます。
　また、仕分け結果については、毎年度末ホームページ等で公表していきます。

【問い合わせ・相談先】　市行財政改革推進課（５階）　☎ 0994-31-1153

第２次鹿屋市行政経営改革の取組

「外部評価による事業仕分け」に着手「外部評価による事業仕分け」に着手

Information
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「
健
康
講
演
会
」
を
開
催

●
日
時
＝
11
月
14
日
（
日
）

　

10
時
〜
12
時

●
場
所
＝
輝
北
総
合
支
所
２
階

大
会
議
室

●
内
容
＝
「
劇
団
た
か
く
ま
」

に
よ
る
犯
罪
防
止
の
寸
劇
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
よ
る
実
技

を
ま
じ
え
た
健
康
講
演

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
活
動
推
進
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
４
７

小
児
救
急
電
話
相
談
の
お

知
ら
せ

　

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
に

つ
い
て
、
夜
間
救
急
当
番
医

を
受
診
す
べ
き
か
悩
ん
だ
ら
、

＃
８
０
０
０
（
小
児
救
急
電
話

相
談
）
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

第 39回串良町文化祭 第 34回吾平町文化祭 第 41回鹿屋市文化祭
●日程　10月30日（土）
　　　　　　　　　～11月7日（日）
●場所　 串良公民館・串良公民館別館

大ホール・支所前駐車場
●内容
○舞台発表（串良公民館別館大ホール）
　10月30日（土）18:00～21:00
　ピアノ演奏など
　10月31日（日）  9:00～16:30
　遊戯、舞踊　など
○展示発表（串良公民館・串良公民館
　別館大ホール）
　10月30日（土）～11月7日（日）
　8:30～22:00
　書道、絵画、生け花、生徒作品など
○特設コーナー（串良公民館・串良公
　民館別館大ホール・支所前駐車場）
　10月31日（日）9:00～16:00
　 茶道教室、おりがみ教室、盆栽菊展
示、バザー　など

【問い合わせ】串良教育支所教育課
　　　　　　 ☎ 0994-63-2623

●日程　10月29日（金）
　　　　　　　　　　～31日（日）
●場所　 コミュニティセンター吾平振

興会館大ホール
●内容
○舞台発表
　10月31日（日）9:30～16:10
　 オーケストラ演奏、合唱、吹奏楽演
奏、郷土芸能、三味線、大正琴、詩
吟、フラダンス、フォークダンス、
舞踊　など
○展示発表
　10月29日（金）～30日（土）
　9:00～18:00
　10月31日（日）9:00～16:10
　 書道、絵画、手編み、生け花、クレ
イフラワー、折り紙、陶芸　など

【問い合わせ】吾平教育支所教育課
　　　　　　  ☎ 0994-58-6036

【問い合わせ】市文化課（６階）
　　　　　　  ☎ 0994-31-1167

●日程　10月30日（土）～11月7日（日）
●場所　市文化会館・中央公民館・
　　　　リナシティかのや
●内容
○舞台発表（市文化会館）
　10月30日（土）11:00～17:00
　10月31日（日）10:00～17:00
　詩吟、三味線、民謡、太鼓、琴、大正
　琴、尺八、合唱、音楽、バレエ、舞　
　踊、着付　など
　11月  3日（水）16:00～　 演劇
○展示発表
・小中学生作品展示（中央公民館）
　10月30日（土）・31日（日）
　10:00～17:00
・書道、かな書道、絵画（リナシティか
　のやギャラリー）
　10月30日（土）～11月7日（日）
　10:00～17:00
・華道、手工芸（中央公民館ロビー）
　10月30日（土）・31日（日）
　10:00～17:00
○茶道（リナシティかのや和室）
　11月３日（水）11:00～14:00
○煎茶道（市文化会館ロビー）
　10月30日（土）11:00～14:00

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

●
接
種
対
象
者
＝
す
べ
て
の
市

民
●
接
種
ワ
ク
チ
ン
＝
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
混
合

●
接
種
期
間
＝
平
成
23
年
3
月

31
日
（
木
）
ま
で

●
助
成
対
象
者
及
び
助
成
額

①
生
活
保
護
受
給
者
及
び
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人

　

＝
全
額
助
成

※
助
成
対
象
者
は
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
証
明
書
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
65
歳
以
上
で
課
税
世
帯
に
属

す
る
人

　

＝
２
，
６
０
０
円
の
助
成

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
証
明
書

は
、
市
税
務
課
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
、各
出
張
所
・

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
発
行

し
ま
す
。

※
予
診
票
は
、
協
力
医
療
機
関

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０
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秋
の
木
市
を
開
催

　

秋
の
色
鮮
や
か
な
花
々
、
植

木
や
苗
木
な
ど
を
購
入
で
き
る

秋
の
木
市
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
14
日
（
日
）
ま

　

で

　

８
時
〜
17
時
30
分

●
場
所
＝
城
山
公
園
広
場

●
内
容
＝
花
・
植
木
・
苗
木
な

ど
の
展
示
・
販
売
、
造
園
・

設
計
・
施
工
及
び
緑
化
の
相

談
な
ど

※
10
月
31
日
（
日
）
は
、
購
入

者
に
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
観
光
振
興
課
（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
１

変
更
の
お
知
ら
せ

　

９
月
13
日
号
発
行
広
報
か
の

や
１
１
３
号
の
５
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
あ
る
ビ
デ
オ
レ
ン

タ
ル
ア
ル
フ
ァ
ー
鹿
屋
店
の

「
１
０
０
円
」
が
「
80
円
」
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
子
育
て
支
援
課
（
１
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
４

お
芋
の
菓
子
箱　
　
　
　

江
島
雅
歌
著

Ball Boy &
 Bad Girl　

　

飯
島
愛
著

睡
眠
が
よ
く
わ
か
る
事
典　

神
山
潤
監

だ
じ
ゃ
れ
日
本
一
周　

長
谷
川
義
史
作

昆
虫
の
迷
路　
　
　
　

香
川
元
太
郎
作

ひ
み
つ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
荒
野
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　

☎
０
９
９
ー
４
８
６
ー
０
５
０
５

半
島
へ
、
ふ
た
た
び　
　
　

蓮
池
薫
著

沈
ま
ぬ
太
陽　
　
　
　
　

山
崎
豊
子
著

バ
ン
テ
ー
ジ
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
ろ
っ
か
ん
著

す
ご
い
弁
当
力
！　
　

佐
藤
剛
史
著

野
球
は
人
生
そ
の
も
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
嶋
茂
雄
著

く
ら
べ
る
図
鑑　
　
　
　

加
藤
由
子
監

お
れ
は
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
西
達
也
作

お
こ
る　
　
　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か
作

串
良
公
民
館
図
書
室

　
　

☎
０
９
９
４
ー
63
ー
２
６
２
３

生
き
る
っ
て
人
と
つ
な
が
る
こ
と
だ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
智
著

風
の
歌
を
聴
き
な
が
ら　

　
　
　
　
　
　
　
　

東
瀬
戸
サ
ダ
エ
著

貯
金
生
活
が
で
き
る
本　

荻
原
博
子
著

動
物
と
話
せ
る
女
性
ハ
イ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
イ
ジ
著

く
れ
よ
ん
の
く
ろ
く
ん
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
や
み
わ
作

い
い
か
ら
い
い
か
ら　

長
谷
川
義
史
作

こ
ぶ
た
し
ょ
く
ど
う　

　
　
　
　
　
　
　

も
と
し
た
い
づ
み
作

伝
統
こ
と
ば
を
楽
し
む
絵
本
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
孝
編

新
刊
図
書
の
案
内

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４

－

43

－
９
３
８
０

熱
愛　
　
　
　
　
　
　
　

香
納
諒
一
著

ブ
ル
ー
・
ゴ
ー
ル
ド　
　

真
保
裕
一
著

ば
ら
色
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沼
紀
子
著

林
の
中
の
聖
堂　
　
　
　

大
隈
光
祐
著

ハ
ン
セ
ン
病
重
監
房
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
坂
道
夫
著

人
は
、
な
ぜ
約
束
の
時
間
に
遅
れ
る
の

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
宗
理
著

新
聞
で
学
力
を
伸
ば
す　
　

齋
藤
孝
著

ア
ン
ラ
ン
ダ
ン　

　
　
　
　

チ
ャ
イ
ナ
・
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
作

わ
た
し
の
見
た
か
わ
い
そ
う
な
ゾ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
田
喜
子
著

コ
コ
ロ
の
ヒ
カ
リ　
　

谷
川
俊
太
郎
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
ー
58
ー
６
０
３
６

小
さ
い
お
う
ち             

中
島
京
子
著

乙
女
の
密
告　
　
　

  

赤
染
晶
子
著

鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ）　　　消費税抜き価格
月 地区名 性別 頭数(頭) 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（㎏）

7月延期分 輝北地区
めす 86 284,662 472,000 121,000 287
去勢 86 372,849 494,000 252,000 331

8月延期分

鹿屋地区
めす 139 266,683 542,000 104,000 273
去勢 173 348,983 469,000 177,000 314

吾平地区
めす 37 264,459 450,000 149,000 276
去勢 47 355,255 499,000 204,000 324

串良地区
めす 145 282,841 396,000 147,000 267
去勢 189 360,603 518,000 100,000 303

輝北地区
めす 53 278,585 478,000 114,000 276
去勢 54 380,593 478,000 131,000 309

9月分

鹿屋地区
めす 103 259,777 400,000 136,000 260
去勢 133 344,511 523,000 149,000 296

吾平地区
めす 42 275,619 685,000 124,000 257
去勢 51 372,392 522,000 283,000 294

串良地区
めす 134 269,567 602,000 96,000 254
去勢 164 357,665 500,000 59,000 283

輝北地区
めす 60 309,300 643,000 188,000 273
去勢 83 401,120 600,000 238,000 308

Information
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「
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
」
の
無

料
試
着
体
験

　

市
民
族
館
で
は
、チ
マ
・
チ
ョ

ゴ
リ
の
無
料
試
着
や
ア
ジ
ア
雑

貨
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ア
ジ
ア
の
雑
貨
に
囲

ま
れ
て
、
ア
ジ
ア
を
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
＝
年
末
年
始
を
除
く

火
曜
日
〜
日
曜
日

●
時
間
＝
９
時
〜
17
時

●
場
所
＝
市
民
族
館

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
族
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

２
８
７
２

　「
大
隅
地
区
高
等
学
校
合

同
文
化
祭
」
を
開
催

●
日
時
＝
11
月
12
日
（
金
）

　

10
時
〜
16
時

●
場
所
＝
市
文
化
会
館
、
市
中

央
公
民
館

●
入
場
料
＝
無
料

●
内
容
＝
大
隅
地
区
の
高
校
生

に
よ
る
和
太
鼓
・
演
劇
・
合

唱
・
吹
奏
楽
の
舞
台
発
表
、

美
術
部
・
書
道
部
の
作
品
展

示
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
隅
地
区
高
等
学
校
合
同
文

化
祭
事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
５
８
４ 

「
か
ご
し
ま
住
ま
い
と
建

築
展
」
を
開
催

　

親
子
で
楽
し
む
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
住
ま
い
に
関
す
る
相
談

会
を
行
う
「
か
ご
し
ま
住
ま
い

と
建
築
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
29
日
（
金
）
〜

31
日
（
日
）　

10
時
〜
17
時

●
場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
市
山
下

町
）

●
参
加
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
建
築
課
住
宅
政
策
室

　

☎
０
９
９ｰ
２
８
６ｰ

３
７
３
８

ミ
ュ
ー
ミ
ュ
ー[

壁]
を

開
催

●
期
日
＝
11
月
５
日
（
金
）

●
開
演
＝
18
時
30
分
〜

●
料
金

　

一
般　
　

＝
１
，
５
０
０
円

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

※
当
日
券
は
、
５
０
０
円
増
し

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
会
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
１
１
５

映
画
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」 

●
上
映
期
間
＝
10
月
30
日（
土
）

〜
11
月
12
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
２
８
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
期
間
、
上
映
時
間
、
鑑

賞
料
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

文
化
会
館
の
催
し

鹿屋市市制施行５周年記念

日時　10月30日（土）・31日（日）
場所　輝北運動場

10月30日（土）　前夜祭　17：20～
○「第20回星空歌謡コンテスト」歴代チャンピオン大会
○中学校歌の祭典
○花火大会（輝北秋祭り同時開催プログラム）

10月31日（日）　本祭　　  9：00～
○大泉逸郎歌謡ショー
○ウルトラマンタローショー
○文化協会による舞台発表及び作品展示
○郷土芸能（中・上平房棒踊り）
○子ども遊具コーナー
○焼肉試食会・格安販売、各種展示即売コーナー
○大抽選会（抽選券配布8：30～14：00）　など

【問い合わせ】　星のふるさと輝北まつり実行委員会
　　　　　　　（輝北総合支所産業振興課内）
　　　　　　　☎ 099-486-1111　内線 2603・2604

星のふるさと輝北まつり2010星のふるさと輝北まつり2010

▲棒踊り ▲展示即売コーナー

10月31日（日）14：30～
大泉逸郎歌謡ショー

情報掲示板
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■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

※休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日はか
かりつけの医師などの診療を受けてください。

　原則として、投薬期間は通常 1日分とします。

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

10 月 17 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 小林クリニック 上谷町 41-0700

24 日
 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

31 日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

11 月   3 日
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 検見崎病院 西原 1丁目 43-2991

7 日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

14 日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

21 日
 鹿屋ハートセンター 札元 2丁目 41-8100
 小倉記念病院 寿 8丁目 44-7171

…内科　 …外科

◇肝属東部医師会　　診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

10 月 17 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
山路医院 東串良町池之原 63-2134

24 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

31 日
ルミコ医療ステーション 肝付町前田 65-0921
岩重医院 東串良町川東 63-8514

11 月   7 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

14 日
小野医院 肝付町前田 65-2314
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

21 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

◇鹿屋市歯科医師会　　診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

10 月 17 日 水口歯科医院 寿 2丁目 43-4635
24 日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708
31 日 四元歯科医院 西原 1丁目 42-2687

11 月   3 日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
7 日 安代歯科医院 北田町 42-2936
14 日 上村歯科医院 田崎町 44-6077
21 日 おおやま歯科クリニック 寿 4丁目 43-3210

10 月・11 月の休日救急当番医

鹿屋市自主文化事業

歌歌とととアーーートトののハーーーートフルルルココンンササーーート

八代  亜紀

●公演日　平成23年１月16日（日）
●時　間　昼公演　14：00～
　　　　　夜公演　18：30～
●場　所　市文化会館
●発売日　10月16日（土）　10：00～
●料　金　 全席指定　4,000円 
　　　　　 （当日券は、500円増し）
※ ２歳以下のお子さんは、ひざ上鑑賞に限り
　無料です。　
【問い合わせ】　市文化会館　☎ 0994-44-5115

鹿屋市
漁協みなとまつり７第 回

●日時　10月31日（日）　9：30～
●場所　鹿屋市漁協（古江町）
●内容
○漁船パレード
○カンパチのつかみどり
○カンパチ、シバ海老などの販売
○抽選会
○魚のさばき方教室を兼ねた試食会　など
※ 一つの店舗で2,000円以上お買い上げの先着
200人に、抽選券をプレゼントします。

【問い合わせ】　
　鹿屋市漁業協同組合　☎ 0994-46-3111

10 月・11 月の歯科休日急患在宅医

Information
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【問い合わせ】　かのやばら祭り実行委員会 ☎ 0994-31-1121

dokidoki

太田瑠璃子

かのやばら園 9：00～17：00　開園時間
※祭り期間中は無休

10/ 11/
（土） （日）23 28～

10月22日（金）市民入園料無料日
対象者＝鹿屋市民
※ 市内在住であることを確認するため、この広報かのやを持参し
ていただくか、免許証、保険証などの住所の確認ができるものを
ご提示ください。

鹿屋市市制施行５周年記念
AUTUMN  IN  KANOYA  ROSE  GARDEN

かのやばら祭り
2010 秋

11月13日 土
土木フェスティバル
in かのや 2010

10月23日 土・24日 日
第12回
おおすみ木材まつり

き
っ
と
ば
ら
の
見
方
が
変
わ
る

月 日 時間 イベント等スケジュール

10

23（土） 11：00～12：00 フラダンス

24（日）

11：30～12：00 いかのっちと遊ぼう！

12：00～13：00 アンデスの風

13：00～14：00 ばら園おしゃれコンテスト

14：00～ えいめいライブ

30（土）
11：00～11：30
14：30～15：00

ＭＲ．ＴａＫパフォーマンス
ショー

13：00～13：30 日本舞踊

31（日）
11：00～11：30
14：30～15：00

CHUTAイリュージョン＆変
面ショー

12：00～13：00 癒しのハワイアン

11

３（水）

11：00～11：30
14：30～15：00 阿蘇猿まわし劇場の猿まわし

11：45～12：15 ベリーダンスと民族楽器のショー

13：00～13：40 かのや｢ばら｣と｢海｣フォトコンテスト2010表彰式
13：00～14：00 Zin(dokidoki)ソロライブ

14：00～14：30 ばらグッズコンテスト表彰式

14：00～14：30 ばららファミリーステージショー

６（土）
11：00～12：00 ハワイアン・フラのひととき

12：30～ 海上自衛隊鹿屋航空基地
若鷲太鼓

７（日）

  9：00～15：00 鹿屋農高生が育てたばら苗販売
10：30～11：00
15：00～15：30 ピッピバルーンショー

12：30～13：30 dokidokiライブ

14：00～15：00 太田瑠璃子コンサート

14（日）
11：30～12：30
15：00～16：00

ジミー入枝＆ザ・キングタウ
ンズライブ

12：30～13：30 なでしこアンサンブル

21（日）
13：00～14：00 KOSHABANDライブ

14：00～15：00 えいめいライブ

27（土） 13：00～13：30 エイサー太鼓

日　程 内　　　　容

10/23（土）

子ども自然クラフト祭り
※期間中土日祝（11/6・7を除く）
9：30～16：00
かのや茶にふれあう秋
17：30～21：00　※一般の入園は17：00まで
キャンドルナイトコンサート（チケット必要）
【問い合わせ】ローズリングかのや☎0994-41-8718

10/23（土）～25（月） フローラル・ウェディング

10/26（火）～11/２（火） 大隅わっぜよかど写真展

10/26（火）～11/３（水） ｢ばら｣と｢海｣フォトコンテスト入賞作品展示

11/５（金）～12（金） 押し花展示・体験会

11/７（日）
子ども絵画展

ばらの寄せ植え教室

11/13（土）～21（日） かのやばら園アカデミー作品展示会

●主なイベント

●展示・講座
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オガワ薬局
処方箋調剤・漢方相談 TEL ４１－３００３

FAX 41-3009 鹿屋市新川町132－１

キュウキイン
「コタロー」

（有）オガワ

（株）OHCメディカル

漢方薬 漢方薬 医薬品「コタロー」
チョウトーン コンドロイチン

冷え性、めま冷え性、めま
い、生理不順い、生理不順
、不眠、イラ、不眠、イラ
イラ、更年期イラ、更年期
障害などに。障害などに。
21種類の生薬21種類の生薬
が働く、女性が働く、女性
の為の漢方薬の為の漢方薬
です。です。

効能・効果効能・効果
ひざ痛・腰痛ひざ痛・腰痛

コンドロイチンの最も大切なコンドロイチンの最も大切な
働きは働きは関節の潤滑作用関節の潤滑作用（オ（オ
イルの役割）です。コンドロイルの役割）です。コンドロ
イチンがイチンが不足すると痛み不足すると痛みをを
引き起こします。加齢と共に引き起こします。加齢と共に
体内から減少する為、口から体内から減少する為、口から
摂取しない限り増えません。摂取しない限り増えません。

こんな症状の方にこんな症状の方に
・・朝、頭痛がする朝、頭痛がする
・血圧が高い・血圧が高い
・・めまいがするめまいがする
・・物忘れをする物忘れをする
・・イライラするイライラする
・・よくのぼせるよくのぼせる
・・目が充血する目が充血する

　広告コーナーは、地域活性化と市民の皆さ
んへの情報提供を目的とし、市の自主財源確
保の一環として行われるものです。
　今年度から、鹿屋市以外の企業等も「広報
かのや」へ広告を掲載できるようになりました。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱綜合印刷 ☎ 0994-43-2093

きもの始めセット
あなたも着物美人に

鹿屋市白崎町5-5永田ビル1F
TEL 0994ー41-0555
営業時間・10：00～18：00
定休日・水曜日　駐車場あり
HP http://www.koito-shinsuke.co.jp

【きもの始めセット】内容
出来上がり洗える
着物、半巾帯、長
じゅばん、和装一
式、小物一式、前結
び用帯板

㈱京呉服 小糸伸輔の店 鹿屋店
３万円

無料レッスン券
（12回）付

郵便局

ココだいわ

GS

市役所

ゆうあい鍼灸整骨院 はり きゅう
マッサージ

肩 膝 腰肩 膝 腰
の痛みでお困りの方へ

鹿屋市白崎町５－５永田ビル１F（鹿屋郵便局前）

まずはお気軽にご相談ください＜診療時間＞
 8：30～12：00
15：00～19：00
＜休診日＞

土曜午後 日曜祝日 各種健康保険取扱い致します

☎36-1100
鹿屋郵便局

だいわ
ココ
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広報

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

　今年度で創立131年の歴史に
幕を下ろす平南小学校が、10
月３日、全校児童12人と地区住
民350人余りが参加して、最後
の運動会｢平南小・校区秋季大
運動会」を開催しました。「あ
りがとう平南小。最後の運動会 
ゴールに向かって輝け!」のかけ
声で始まった運動会は、玉入れ
や集落対抗リレーなど児童と地
区住民が力を合わせ、盛り上げ
ました。
　同小学校は、平成23年４月か
ら新設される輝北小学校に統合
されます。

市の花「ばら」

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 22 年 10 月 13 日発行　No.115
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111
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永峯　靜江さん（100 歳）
串良町有里

長生きの秘訣は、「何事にもこだわら
ず、なんでも食べること」だそうです。

西平　優ちゃん（３歳）
　　　虎ノ介くん（１歳）

北田町
二人仲良くおおきくなってね !!

（パパ・ママより）

瀬筒　海
か い と

人くん（６歳）
　　　心

こ こ み

海ちゃん（２歳）
吾平町上名

兄弟仲良く育ってね（父母より）

みんなみんな

人口と世帯数
平成 22 年９月１日現在

対前月比
総　数 104,995 人　（＋ 120）
男 49,742 人　（＋ 100）
女 55,253 人　（＋   20）
世帯数 45,605 世帯（＋   72）

面　積　448.33㎢

No.58
串良町有里

春
田　

平
士
郎
く
ん
（
１
歳
）串良

町
岡
崎

元
気
に
た
く
ま
し
く
大
き
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な
っ
て
ね
。

（
父
・
母
よ
り
）

大
隅
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島
直
行
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ス
、く
る
り

ん
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ス
の
ダ
イ
ヤ
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
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から

▲くるりんバス
　QRコード

▲直行バス
　QRコード


